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目　　的

工 事 名

工 事 場 所

工　　期

令和

工 事 概 要

-------

------- m/m 水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 L = m

m/m 水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 L = m

水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ二層管
(3種)

------- m/m m/m 式

------- m/m m/m 式

工 事 の 施 工

粟国村地内（西区・東区・浜区）

681.0

開 削 工 事

年 2 9 日月

工 事 図 面 に よ る ほ か 下 記 、 関 連 す る 基 準 図 書 に よ っ て 施 工 し 、 そ の 順 序 ・ 方 法

8

既設管撤去 1

50PP

227.0

仮 設 配 管 φ 20 φ 1

の 布 設 工 事 で は 耐 震 性 の あ る 管 種 を 使 用 し 施 工 を 行 う 。

重 要 度 や 優 先 度 を 考 慮 し 、 耐 震 化 に 取 り 組 む よ う 助 言 ・ 指 導 を 行 っ て い る こ とか ら 、 今 回

ま た 、 国 が 、 水 道 施 設 の 耐 震 化 の 重 要 性 を 認 識 し 、 省 令 等 で 、 既 存 施 設 に つ い て そ の

安全で清浄にして豊富な水を安定供給できるよう、配水管の布設替えを実施する。

6.

本 工 事 は 、 す べ て 粟 国 村 経 済 課 請 負 契 約 約 款 、 並 び に 本 特 記 仕 様 書 お よ び

φ 75

～

2.

第 １ 章　　　総　　則

1.

令和７年度 粟国村配水管 布設 工事

φ

HIVP φ

50

75

～

3.

φ 40 m/m 211.5

4.

L =

～

φ

契約締結日から

16号路線(φ75mm)、30号路線(φ40mm)、40号路線(φ50mm)、
44号路線(φ50mm)、52号路線(φ50mm)、85号路線(φ40mm)、
95号路線(φ40mm)

路 線 番 号

m

5.

40

等 に つ い て は 、 特 に 明 記 の な い 限 り 、 発 注 者 の 指 示 に 従 わ な け れ ば な ら な い 。
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水道工事標準仕様書 〔土木工事編〕

沖縄県土木工事共通仕様書

JWWA　（日本水道協会規格）

ＪＩＳ　(日本工業規格）

ＰＴＣ　（配水用ポリエチレンパイプシステム協会規格）

アスファルト舗装要網

コンクリート標準示方書

道路土工　仮設構造物工指針

その他関連法、規定、規格

労働安全衛生規則

建設工事公衆災害防止対策要網

消防法及び各地方自治体の定める消防条例

管布設工事

土工事

舗装撤去・復旧工事

構造物撤去・復旧工事

仮設工事

(1)

それぞれの責任者を明らかにしておかなければならない。

職 務 担 当 者 の 選 任

(7)

(9)

(4)

(5)

国家資格等によって選出し、発注者の承認を得なければならない。

4) 1 式

請 負 者 は 工 事 の 円 滑 な 施 工 を 図 る た め 、 あ ら か じ め 職 務 分 担 を 明 確 に し 、

(8)

1)

現 場 代 理 人 及 び 主 任 技 術 者 の 任 命 に つ い て は 、 工 事 の 経 歴 ・ 経 験 年 数 ・

工 事 の 施 工 範 囲

7.

9.

(9)－1

(2)

1

式

式

仕 様 書 ・ 設 計 書 ・ 設 計 図 等 に 疑 義 が 生 じ た 場 合 は 、 す べ て 発 注 者 の 解 釈 に よ

8.

施 工 上 の 疑 義

るものとする。

3)

1 式

2)

3)

1

(9)－2

(9)－3

基　準　図　書

1 式

(3)

(6)
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道 路 法

(3)

図 ・ 仕 様 書 等 に つ い て 十 分 検 討 の う え 、 工 事 の 目 的 ・ 発 注 者 の 意 図 ・ 施 工 条 件

4.

5.

1.

計画工程表

※ 参考すべき関係法規の主なものは次の通りである。

に工程表を提出して発注者の承認を得なければならない。

発注者の指 示に 従う も の と す る 。

公 害 対 策 基 本 法

労働 安全衛生規則

現 場 代 理 人 は 工 事 の 着 手 に 先 立 ち 、 計 画 路 線 を 現 場 踏 査 し 、 設 計 書 ・ 設 計

現場組織表

(4)

(2)

施工計画書の主な内容は、次の通りである。

11. 施 工 計 画 書 の 作 成

速 や か に 行 う と と も に 、 発 注 者 に そ の 旨 報 告 書 を 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

2.

10. 工 事 内 容 の 把 握

振 動 規 制 法

騒音 規制法施行令

を 正 し く 把 握 し な け れ ば な ら な い 。

3.

(7) 施 工 管 理 計 画

請負者は、契約後速やかに仕様書細目の打ち合わせを行い、施工計画書並び

施 工 計 画 書 に は 、 工 事 施 工 に 必 要 な 図 面 ・ 計 算 書 を 請 負 者 の 責 任 に お い て

そ の 他 、 本 工 事 に 関 す る 法 則 を 熟 知 し 、 関 係 機 関 に 対 し て 必 要 な 諸 手 続 き を

(5)

作成し、添付しなければならい。

設 計 書 に 明 記 の な い 場 合 で も 工 事 の 趣 旨 に 照 ら し て 必 要 と 考 え ら れ る 場 合 、

もしくは図面と仕様書との際、又は相互見解を異にする場合及び軽微な変更は、

(1)

(8)

(9)

安全管理

(6)

緊急時の体制及び対応

主要資材

施工方法（主要機械、仮設備計画、工事用地等含む）

工事概要

指定機械

3 



なお、写真やアルバムの大きさ、部数等は事前に監督員と打ち合わせを行い、承認を得

整 理 す る も の と す る 。

随 時 撮 影 し 、 ア ル バ ム 状 に ま と め て 監 督 員 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

その他、監督員が必要と認めたもの

(12)

交通管理

環境対策

現場作業環境の整備

工 事 写 真

12. 工 程 打 合 わ せ

請 負 者 は 、 作 業 日 報 、 そ の 他 工 事 の 管 理 に 必 要 な 書 類 を 常 時 記 録 整 理 し て

また、週間工程表・工事月報・全体工程表をその都度作成し、常に工事の進捗

に気を 配る と 共に、各報告を監督員 に提出し なければならい。

(10)

(11)

15. 工 事 の 変 更

額 の 増 減 は 請 負 比 率 に よ る 。

本工事の施工内容に変更が生じた場合は、発注者の単価で設計変更を行い、

しなければならない。

再生資源の利用の促進と建設副産物の適正処理方法

竣工図及び電子データの作成14.

(13)

13.

発 注 者 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 又 、 竣 工 図 の CAD デ ー タ を CD-ROM で 提 出

(14)

請 負 者 は 、 監 督 員 の 指 示 に 従 い 着 工 前 写 真 ・ 工 程 写 真 ・ 完 成 写 真 等 を

な お 、 写 真 撮 影 に あ た っ て は 箇 所 の 確 認 ・ 寸 法 の 判 定 が で き る よ う に 工夫 し 、

請 負 者 は 、 工 事 完 了 後 、 監 督 員 の 指 示 に よ る 形 式 に よ る 竣 工 図 を 作 成 し 、

工事の順序に従って工種・撮影日時・測点・管資材番号・寸法等の説明をつけて

おき、監督員が求める場合は遅滞なく提出しなければならない。

な け れ ば な ら な い 。
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水道配水用ポリエチレン管　（φ50～φ75m/m）

水道配水用ポリエチレン管継手　（φ40～φ75m/m）

水道用ポリエチレン二層管(3種)　　　（φ40m/m）

6762　3種二層管

ＪWWA K 145

JIS K

1)

1. 材 料 の 調 達

2. 材 料 の 検 査

本 工 事 に 使 用 す る 主 要 材 料 は 、 材 質 ・ 規 格 ・ そ の 仕 様 に つ い て 監 督 員 と 十 分

2)

管 弁 類 資 材 は 、 現 場 近 く の ヤ ー ド に 集 積 し 、 書 面 で 受 検 手 続 き を 行 い 、 確 認

3. 主 要 材 料 の 規 格

検査を受け合格した後で、使用するものとする。

主要材料の規格は次の通りである。

ＪWWA K 144

3)

打 ち 合 わ せ を 行 い 、 承 認 願 を 提 出 し 、 承 認 後 購 入 手 配 を し な け れ ば な ら な い 。

第 ２ 章　　　材　　料
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ばならない。

れ ば な ら な い 。

れ ば な ら な い 。

及 び 流 用 土 を 使 用 し 、 管 に 移 動 を 生 じ た り 、 管 ・ そ の 他 構 造 物 に 損 傷 を 与 え

埋 戻 し 時 に 別 に 定 め る 保 安 シ ー ト を 管 上 30cm 以 上 の 位 置 に 全 線 布 設 す る

ないよう注意し、かつ、まき出し厚に留意しながら十分な転圧を行い、不等沈下の

管布設工事 は、「水道工事標準仕 様書」による ほか 、次の事項に留意しなけれ

1) 管の接 合は配水管の生 命で ある か ら 、配 管工 は経 験豊 富な 熟練 工で なけ

しなければならない。

種別・位置・形状等を確認し、図面に記入の上、監督員に提出しなければならない。

掘削土は現場に仮置きすることなく、直ちに現場外へ搬出する。

行い、公衆並びに交通の安全に万全の措置を講ずること。

受けてから掘削するものとする。

又 、 管 材 は 所 定 の 事 項 を 印 刷 し た 標 示 テ ー プ を 所 定の 規格 で 貼 付し なけ

2. 管 工 事

ものとする。

4) 設 計 図 に 図 示 し た 地 下 埋 設 物 は 、 そ の 概 要 を 示 す も の で あ る か ら 、 請 負 者

埋 戻 し 材 料 は 管 頂 30cm ま で 保 護 砂 、 そ れ よ り 路 盤 面 ま で を ク ラ ッ シ ャ ー ラ ン

アスファルト殻及びコンクリート殻は産業廃棄物として処理する。又、舗装版切断作業

5)

は 工 事 着 手 前 に 十 分 に 資 料 収 集 、 現地 調査 及び 試掘 を 行 い 、 地下 埋設 物の

万一埋設物に損傷を与えた場合は、請負者の責任と負担 において即時復旧

2) 請 負 者 は 、 工 事 箇 所 に 近 接 す る 家 屋 ・ 構 造 物 等 に 被 害 が 発 生 す る お そ れ

なお、工事完成後、被害の有無について調査を行うこと。

がある と 思 わ れ る 場合は、当該施 設の調査を行うこと。

3) 請 負 者 は 、 設 計 図に 基づ き 測 量 を 行い 、そ の成 果を 監督 員に 提出 し 承 認を

1) 集 落 内 を 工 事 す る に あ た っ て は 、 「 建 設 工 事 公 衆 災 害 防 止 対 策 要 網 の

解 説 ・ （ 土 木 工 事 編 ） 」 を 厳 守 し 、 掘 削 に 当 た っ て は 現 場 に 適 応 し た 施 工 法 を

第 ３ 章　　　施　　工

1. 土 工 事

時 に 発 生 す る 濁 水 に つ い て は 、 回 収 し 汚 泥 と し て 適 正 に 処 理 す る 。

下の生じないよう丁寧に施工する。
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6) 鋳 鉄 蓋 面 は 、 現 況 路 面 勾 配 と 整 合 さ せ 、 据 付 け な け れ ば な ら な い 。

ならない。

3) コ ン ク リ ー ト 打 設 の 際 は あ ら か じ め 打 設 計 画 書 を 作 成 し 、 監 督 員 の 承 認 を

4) コンクリートは全て生コンクリートを使用し、その試験結果を提出しなければ

得なければならない。

5) 空気弁室・消火栓室・仕切弁筺等のマンホール鋳鉄蓋は、ガタツキがあっては

ならない。

2)

砕石基礎は十分な厚さを確認し、転圧しなければならない。

型枠は、打設コンクリートの荷重に十分耐え得る物を用いること。

水道配水用ポリエチレン管路及び硬質塩化ビニル管路での鋳鉄箇所の埋設6)

2) 主任技術者は、管製作及び布設工事に十分な知識と経験を持った者でなけ

れ ば な ら な い 。 又 、 主 任 技 術 者 は 作 業 員 に 対 し て 本 工 事 の 趣 旨 を 説 明 し 、

3. 構 造 物 工 事

芯出し及び接合上の欠陥により配管に変更が生じた場合、請負者の責任と

負担によりこれを処理しなければならない。

5)

部は、ポ リエ チ レ ンスリ－ブ の被 覆により防食を 防ぐこ と 。 又、 鋳鉄 管路 箇所

においてもポリエチレンスリーブの被覆により防食を行う。

設 計 図 面 と 現 場 の 不 一 致 に よ り 変 更 が 生 じ た 時 は 、 事 前 に 設 計 図 面 を

作成して、監督員の承認を得なければならない。

作 業 の 技 術 指 導 を 行 う こ と 。

3) 現 場 合 わ せ 等 で 部 分 的 に 変 更 が 生じ た場 合で も 、 十分 そ の 目的 を 達 成し

得るよう監督員の指示に従って施工しなければならない。

4)

1)

7 



する。

水圧試験完了後、管内の水を排除し、更に10PPM塩素含有水を満たし、24時間

放 置 し な け れ ば な ら な い 。

6. 管 消 毒

試験は圧力計を設置し、所定圧力まで上げて4時間放置する。3)

（自記録 計設 置）

管 （10kg/cm2） ・ 水道配水用ポリエチレン管 （7.5kg/cm2 ）の圧力をもって実施

しなければならない。

水圧試験の実施は、布設替え路線準毎とし、監督員の指示による。

5. 水 圧 試 験

1) 配水管の水圧試験を行う場合は、水圧試験に耐え得るよう防護した後、鋳鉄

の早期発見に留意し、事故防止に努める。

に施工する。万一、過掘り等により掘削土壁との間に隙間が生じた場合には、

良 質 の 土 砂 ・ そ の 他 適 切 な 材 料 を 用 い て 裏 込 め を 行 う と と も に 、 土 留 杭 の

7) 土留を施してある期間中は常時点検を行い、部材の変形・緊結部の緩み等

フランジと土留板の間に楔等を打ち込んで、隙間のないように固定する。

員と協議の上適切な措置を講じる。

4) 使用材料は良好品を使用し、ひずみ・損傷等を生じないよう慎重に取り扱う。

5) 腹 起 こ し ・ 切 り 梁 等 の 部 材 の 取 付 は 、 各 段 毎 に 掘 削 が で き 次 第 速 や か に

6) 土留板は、掘削の進行に伴い速やかにその全面が掘削土壁に密着するよう

行い、完了後でなければ次の掘削に進まない。

中 の 降 雨 ・ 湧 水 等 に よ る 条 件 の 悪 化 等 を 考 慮 し て 、 十 分 耐 え る 構 造 及 び

2) 施工に当たっては、地盤の堆積状態・地質の硬軟・打ち込み貫入抵抗・地下

材質を決定し、その構造図及び計算書を監督員に提出する。

水の状態・施工環境等について十分調査し、施工管理の方法等について検討

3) 施工に先立ち、工事現場周辺の施設・地下埋設物・その他を十分調査し、監督

4. 仮 設 工 事 （ 土 留 工 ）

1) 土留工は、現地条件によってこれに作用する土圧・回り 込み及び施工期間

2)
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施工計画

を 設 け な け れ ば な ら な い 。 標 識 の 形 式 に つ い て は 、 監 督 員 の 承 認 を 得 な け

(2)

れ ば な ら な い 。

ものとし、接続部・交差部・支承部は特に入念に施工すること。

工事現場は公道上であるから、公衆に危害を及ぼさないよう事故防止に必要

な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。 特 に 、 夜 間 の 保 安 設 備 は 十分 な証 明を 設け

なければならない。

(4) 仮 設 構 造 物 は 常 時 点 検 し 、 必 要 に 応 じ て 修 理 補 修 す る と と も に 、 そ の 目 的

と機能を十分満足するのもでなければならない。

(1) 工 事 施 工 場 所 を 明 示 す る 標 識 及 び 現 場 の 安 全 維 持 に 必 要 な 、 全 て の 設 備

2. 保 安 設 備

(1) 工 事 着 手 に あ た っ て は 、 現 場 を 十 分 把 握 の 上 仮 設 計 画 を た て 、 こ れ を 施 工

計画書にもりこむこと。

(2) 仮 設 計 画 は 、 前 項 の 施 工 条 件 及 び 占 用 条 件 を 満 足 す る 工 事 工 程 ・ 使 用

(3) 仮設構造物は、工事施工中の各段階毎に作用する応力に十分に耐えられる

機械計画・仮設構造計画・その他必要な物を含む物とする。

第 ４ 章　　　仮　　設

1. 仮 設 工

1)
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舗装復旧

構造物復旧

1)

3) 工事写真及 び安全管理（交通対策 ）者 を 選 任し 、現 場に 配 置 する も の と す る 。

2.

管理技術者 は、１級土木施工管理 技士、ある い は同等 以上 の資 格を 有す る 者

でなければならない。

管資材については、日本水道協会発行の証明書を監督員に提出すること。

5)

1. 復 旧 工

１.

工 事 着 手 に あ た っ て は 、 現 場 を 十 分 把 握 の 上 復 旧 計 画 を た て 、 こ れ を 施 工

計画書にもりこむこと。

3) アスファルト舗装の本復旧にあたっては、道路管理者の確認を得るものとする。

術者を置かなければならない。

2)

4)

器及び材料は、監督員の承認を得る物とする。

管路関係設 備、機器、資材購入指 定メーカ ー等の本工事 に使用する主要機

第 ６ 章　　　そ　の　他

1)

2)

工 事 着 手 に あ た っ て は 、 現 場 を 十 分 把 握 の 上 復 旧 計 画 を た て 、 こ れ を 施 工

計画書にもりこむこと。

道 路 構 造 物 の 復 旧 に あ た っ て は 、 道 路 管 理 者 の 確 認 を 得 る も の と す る 。

工 事 現 場 に お け る 建 設 工 事 の 技 術 上 の 管 理 を つ か さ ど る 者 と し て 、 管 理 技

2)

路面に段差が生じるときは、現場に注意喚起の案内看板を配置するものとする。

第 ５ 章　　　復　旧　工

1)
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・ 配水管資材（本管、継手材等）。

・ 空気弁室、消火栓室、仕切弁筺資材。

・ 軽量鋼矢板資材。

・ アスファルト舗装材（再生密粒ｱｽｺﾝ・再生粗粒ｱｽｺﾝ）。

・ 粒調砕石・クラッシャーラン。

・ 基礎砕石(ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ)、型枠、コンクリート資材。

・ 区画線及び文字復旧。

・ アスファルト殻、コンクリート殻、塩ビ管、濁水等。

・ 仮設配管材（本管、継手材等）

4） 仮 設 配 管 材 単 価 扱 い

4. 本 工 事 材 料 費 の 単 価 扱 い

1） 泊 港 渡 し + 運 賃 ｴ ｷ ｽ ﾄ ﾗ

2）

3） 廃 棄 物 本 島 処 理

1.

3.

技 術 者 又 は 、 一 般 労 働 者 等 も や む を 得 な い 場 合の 他は 村 内 で 採 用す る こ と 。2.

現 地 単 価 扱 い

第 ７ 章　　　追　　則

本 工 事 に 使 用 す る 資 材 等 の 内 、 沖 縄 県 で 生 産 ・ 製 造 さ れ 、 か つ 規 格 ・ 品 質

価格等が適正である場合は、これを優先して使用する。

本工事施工にあたっては、次の事項に特段の配慮をするものとする。

下請発注を必要とする場合は、村内業者を優先させること。
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